
10.「印刷フォーム」シート等の印刷部分の様式設計マニュアル 

＜注意＞ 

１． には 2021,2019,2016のいずれかが入ります。 

   にには１，２，３のいずれかが入ります。 

２．例えば、 CV-DataBaseAdvance 呼び出し印刷 Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xls 

    において、 が 2021 で  が２の場合には、ファイル 

    2021CV CV-DataBaseAdvance 呼び出し印刷 Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xls 

  を表します。 

４．「印刷フォーム」シート等の印刷部分の様式設計は、どのファイルでも同じ方法でできますので、 

 ファイル 

 2021CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

 を用いて説明いたします。 

５．ファイル 

  CV-DataBaseAdvance 呼び出し印刷 Ver1 試用版.xlsm 

  CV-DataBaseAdvance 呼び出し印刷 Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xls 

  および 

  ファイル 

  CV-DataBaseAdvance スーパー呼び出し印刷 Ver1 試用版.xlsm 

  CV-DataBaseAdvance スーパー呼び出し印刷 Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  には、「印刷フォーム」シート等はありませんのでシートの印刷部分の様式設計はできません。 
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１． 単票形式の印刷、印刷範囲を PDFの添付ファイルとしてメール送信するための「印刷フォーム」シート等の印 

刷部分の様式設計： 

ここでは、試験の個票の印刷フォームである「一学期中間考査印刷フォーム」を印刷するための印刷フォームを設

計する手順を説明します。 

（１）．確認事項（シート「ファイルコピー用を」を「印刷フォームシート」に複写したときの特性）； 

シート「ファイル作成コピー用」をシート「一学期中間考査印刷フォーム３」に複写した時のシート「一学期中間

考査印刷フォーム３」の特性について確認させていただきます。 

次の[図１]の画面は複写後のシート「一学期中間考査印刷フォーム３」の様子です。ただし、列幅を調整し入力さ

れている文字がわかるようにしています。そして、色抜きしているセルはデフォルトの入力内容を変更し、それぞ

れの具体的項目表示および具体的なデータが表示できる部分です。 

 

[図１] 

 

 

上の[図１]の画面では「入力シート」の表の項目および各行の入力した値が表示できます。[図１]の画面では「入 

力シート」の表の項目が表示されている状態です。各行の入力した値を表示するには、[図１]の画面の 

の部分のセル に数値「2」を

入力項目表示とデーター表示の切替→ 1
入力項目表示は1，データ表示は2を入力 1



入力して すると、[図１]の画面は次の[図２]の画面にかわります。[図２]の画面は各入力シートの表

の第 1 行の具体的な値が表示された状態です。 

 

 [図２] 

 

 

各入力シートの表の行の入力値の表示を変更するには、[図２]の画面の の部分に 

おいて左側のせる に表示させる行の番号を入力します。例えば表の第１６行を表示させるにはこのセ 

ルにに数字「16」を入力して とします。すると[図２]の画面は次の[図３]の画面に変わり、各シート 

の表の第１６行の具体的な値が表示されます。 
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[図３] 

 

 

ところで、ここではフォームシート「一学期中間考査印刷フォーム」上で印刷するための印刷フォームを設計す 

ることです。 

このシートでは入力シート「入力 AA2一学期中間考査」（デフォルトの入力シート名は「入力 AA2」です。）の表 

のデータを呼び出して印刷をするわけですが、入力シート「入力 AA2 一学期中間考査」の様子は次の[図４]の画 

面のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図４] 

 

 

[図４]の画面の表の項目を、[図１]の画面で表示されている部分を改めて示すと、次の[図５]の画面の 

内の範囲となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図５] 

 

 

また更に、[図４]の画面の表の 1 行目が[図２]の画面で表示されている部分、１６行目が[図３]の画面で表示され 

ている部分を改めて示すと、それぞれ次の[図６]の画面、[図７]の画面の      内の範囲となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図６] 

 

 

[図７] 

 

 

 



（２）様式編集部分の確保： 

次の[図８]の画面は複写後のシート「一学期中間考査印刷フォーム」の様子でした。 

 

[図８] 

 

 

上の[図８]の画面でまず印刷編集部分の領域を確保する必要があります。 

[図８]の画面で をクリックすると 

 



が表示されますが、この部分の右側の をクリックすると が表示され 

ますが、更に をクリックするとシートの保護が解除されます。そして[図８]の 

画面の をクリックすると 

 

が表示されますが にチェックを入れて とすると次の[図９]の 

画 面ようになり、シートの見出しと数式バーが表示されシートの編集が可能になります。 

 

 

 

 

 

 



[図９] 

 

 

次の[図１０]の画面は、上の[図９]の画面に図形 と を加えたものです。 

 

[図１０] 

 



印刷編集部分を確保するための上の[図１０]の画面で、図形 のすぐ左側の最上部から表の最下部まで選択し 

て２０列ほど挿入し、また の直ぐ下側に４０行ほど行を挿入してみます。すると次の[図１１]の画面の 

ようになります。ただし、[図１１]の画面は表示倍率を２５％のものです。 

 

[図１１] 

 

 

上の[図１１]の画面で印刷編集部分の領域の背景色を無しに設定したのが次の[図１２]の画面です。 

なお、印刷編集部分の領域と表の領域は、[図１２]の画面のように互い違いの位置になるようにすると、それぞ 

れ の領域の行高および列幅を調整しても互いの領域に影響を及ぼさないので編集し易くなります。また、編集 

領域は必要に応じて行および列の増減をやってください。 

 

 

 

 

 

 



[図１２] 

 

 

（３）印刷編集領域の編集： 

 ①印刷編集領域の様式等の編集： 

印刷編集領域の様式等の編集をこれから行ってまいります。そのため、表示倍率を２５％に縮小した上の 

[図１２]の画面を表示倍率７５％に直して編集がやり易いようにします。それが次の[図１３]の画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１３] 

 

 

とりあえず、編集部分の列、行の増減を調整して印刷の様式を編集して作成したのが次の[図１４]の画面です。た

だし、[図１４]の画面は表示倍率４０％のものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１４] 

 

 

②印刷の様式の必要なセルにシート「ファイル作成コピー用」を複写した表の表示を表示させる作業： 

次に印刷の様式の必要なセルにシート「ファイル作成コピー用」を複写した表の表示を表示させる作業につい 

て説明させていただきます。 

シートの表示倍率を１００％にしたのが次の[図１５]の画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１５] 

 

 

上の[図１５]の画面で をクリックすると 

 

が表示されますが、この部分の をクリックして画面の分割します。そして、作成した印刷 

領域の表の部分と入力シート「入力 AA2一学期中間考査」の表の項目が表示されている部分が両方とも見れ 

るようにし、しかも、入力シート「入力 AA2 一学期中間考査」の表の項目が表示されている部分の側の表示が 

よくわかるように列幅を調整して且つ具体的に項目が具体的に表示されているセルの背景色を「無し」設定し、 

表示倍率を７５％にしたものが次の[図１６]の画面です。 

 

 

 

 

 

 



[図１６] 

 

 

上の[図１６]の画面の状態で、左上の印刷編集領域の必要なセルにシート「ファイル作成コピー用」を複写し 

た表の表示を表示させる作業をこれから行ってまいります。 

まず、「学年クラス番号」ですが、左上の「学年クラス番号」が入力されているセルを選択して「=」を入力し、 

右下のシート「ファイル作成コピー用」を複写した表の部分の「学年」表示されているセルを選択し、更に「＆」 

キーを押してから右下の「クラス」が表示されているセルを選択し、そして更に「＆」キーを押してから右下 

の「番号」が表示されているセルを選択すると、最初の段階で左上の「学年クラス番号」が入力されていたセ 

ルに と表示されたらインターキーを押します。すると、最初左上の「学年クラス番号」 

が入力されていたセルの表示は と変わります。この今説明した手順は意味がないよう 

に考えると思いますが、意味のある手順だということが後ほど理解いただけます。また、左上の「生徒氏名」 

が入力されているセルを選択して「=」を入力し、右下のシート「ファイル作成コピー用」を複写した表の部 

分の「氏名」が表示されているセルを選択して「=P77」と表示されたらインターキーを押します。セルの表示 

は と変わります。 

次に、左上の印刷編集領域の部分の各セルに右下の各教科の得点、受験者平均点、順位の表示を行ってまいり 

ます。 



まず、国語の得点ですが、左上の該当のセルを選択して「=」を入力し、引き続き右側の画面を右にスライド 

させ、右下のシート「ファイル作成コピー用」を複写した表の部分の「国語得点」表示されているセルを選択 

したらインターキーを押します。 

また、社会の得点も左上の該当のセルを選択して「=」を入力し、引き続き右下のシート「ファイル作成コピ 

ー用」を複写した表の部分の「社会得点」表示されているセルを選択したらインターキーを押します。 

以下同様な操作で数学の得点、理科の得点、英語の得点、得点の合計を左上の仮の様式の該当のセルに表示さ 

せて行きます。 

全く同様な操作で左上の印刷編集領域の部分の各セルの受験者平均点、順位、偏差値の表示も行えます。 

以上の操作を全て行い、画面の分割を解除して印刷編集領域の部分の領域の様子を見ると、次の[図１７]の画 

面の白枠内のようになります。但し列幅を変更した部分もあります。 

 

[図１７] 

 

 

また、[図１７]の画面の の部分でセル  

に「2」を入力して とすると入力シート「入力 AA2一学期中間考査」の表の第 1行目の具体的な 

生徒データーが表示できて[図１８]の画面のようになります。 

入力項目表示とデーター表示の切替→ 1
入力項目表示は1，データ表示は2を入力 1

2



[図１８] 

 

 

引き続き、[図１８]の画面の の部分でセル に「2」入力し

て 

とすると入力シート「入力 AA2一学期中間考査」の表の第２行目の具体的な生徒データーが表示 

できて[図１９]の画面のようになります。 
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[図１９] 

 

 

 

また、上下２つのグラフ配置部分に各国語、社会、数学、理科、英語、合計の得点、平均点、順位のグラフ 

および各国語、社会、数学、理科、英語、合計の偏差値の 2 つのグラフを作成します（グラフの作成について 

は、市販のエクセルに関する書籍を参集してください。）。 

 

③印刷範囲を指定し印刷ビューを見ながら収まりのいい見栄えのする各種設定をする： 

最後に、印刷範囲を指定し印刷ビューを見ながら収まりのいい見栄えのする各種設定をしておいてください。 

印刷範囲を指定し見栄えのするよう様々な設定を行った結果の印刷の状況は次の[図２０]の画面のようにな 

ります。 

なお、[図２０]の画面の黒い四角内のピンクのセルの部分は必ずは保護を外しておいてください。保護を外し 

ておかないとマクロを用いて印刷する際にエラーが生じ印刷できません。 

以上の全てが終了したらシートを保護しておきましょう。 

 

 

 



 

[図２０] 
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２．「入力シート」における表の複数の行を、それぞれ横１列に配置して表示しながら印刷するための「印刷フォー 

ム」シート等の印刷部分の様式設計: 

ここでは「入力シート」における表の１０行を、それぞれ横１列に配置して表示しながら印刷するための「印刷フ 

ォーム」シート等の印刷部分の様式設計を行います。 

（１） 確認事項（シート「ファイルコピー用を」を「印刷フォームシート」に複写したときの特性）: 

シート「ファイル作成コピー用」をシート「前期募集校長宛合否通知印刷フォーム」に複写した時のシート「前 

期募 集校長宛合否通知印刷フォーム」の特性について確認させていただきます。 

次の[図２１]の画面は複写後のシート「前期募集校長宛合否通知印刷フォーム」の様子です。ただし、文字の内 

容がわかるように列幅を調整しデフォルトの値を変更したセルは色抜きで表示しています。 

 

[図２１] 

 

 

上の[図２１]の画面では「入力シート」の表の項目および各行の入力した値が表示できます。[図２１]の画面で 

は「入力シート」の表の項目が表示されている状態です。各行の入力した値を表示するには、[図２１]の画面の 

 

の部分のセル に数値「2」を入力して すると、[図２１]の画面は次の[図２２]の 

入力項目表示とデーター表示の切替→ 1
入力項目表示は1，データ表示は2を入力

1 2



画面に変わります。[図２２]の画面は各入力シートの表の第 1 行が表示されて状態です。 

 

 [図２２] 

 

 

各入力シートの表の行の入力値の表示を変更するには、[図２２]の画面の 

 

の部分において左側のせる に表示させる行の番号を入力します。例えば表の第１６行を表示させるには

このセルにに数字「16」を入力して とします。すると[図２２]の画面は次の[図２３]の画面に変わり、

各シートの表の第１６行が表示されます。 
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[図２３] 

 

 

ところで、ここではフォームシート「前期募集校長宛合否通知印刷フォーム」上で印刷するための印刷フォーム 

を設計することです。 

このシートでは入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」（デフォルトの入力シート名は 

「入力 AA１」です。）の表のデータを呼び出して印刷をするわけですが、入力シート「入力 AA１（高校入試通知 

書等作成データー）」の様子は次の[図２４]の画面のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図２４] 

 

 

[図２４]の画面の表の項目を、[図２１]の画面で表示されている部分を改めて示すと、次の[図２５]の画面の 

内の範囲となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図２５] 

 

また更に、[図２４]の画面の表の 1 行目が[図２２]の画面で表示されている部分、１６行目が[図２３]の画面で 

表示されている部分を改めて示すと、それぞれ次の[図２６]の画面、[図２７]の画面の 内の範囲とな 

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図２６] 

 
 

 

[図２７] 

 

 

 



（２）様式編集部分の確保： 

次の[図２８]の画面は複写後のシート「前期募集校長宛合否通知印刷フォーム」の様子でした。 

 

[図２８] 

 

 

上の[図２８]の画面でまず印刷編集部分の領域を確保する必要があります。 

[図２８]の画面で をクリックすると 

 



が表示されますが、この部分の右側の をクリックすると が表 

示されますが、更に をクリックするとシートの保護が解除されます。そして[図２８] 

の画面の をクリックすると 

 

が表示されますが にチェックを入れて とすると次の 

[図２９]の画面のようになり、シートの見出しと数式バーが表示されシートの編集が可能になります。 

 

 

 

 



[図２９] 

 
 

次の[図３０]の画面は、上の[図２９]の画面に図形 と を加えたものです。 

 

[図３０] 

印刷編集部分を確保するための上の[図３０]の画面で、図形 のすぐ左側の最上部から表の最下部まで選択し 



て２０列ほど挿入し、また の直ぐ下側に３０行ほど行を挿入してみます。すると次の[図３１]の画面 

のようになります。ただし、[図３１]の画面は表示倍率を２５％のものです。 

 

[図３１] 

 

 

上の[図３１]の画面で印刷編集部分の領域の背景色を無しに設定したのが次の[図３２]の画面です。 

なお、印刷編集部分の領域と表の領域は、[図３２]の画面のように互い違いの位置になるようにすると、それぞ 

れ の領域の行高および列幅を調整しても互いの領域に影響を及ぼさないので編集し易くなります。また、編集 

領域は必要に応じて行および列の増減をやってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図３２] 

 

 

 

（３）印刷編集領域の編集： 

     ①印刷編集領域の様式等の編集： 

  印刷編集領域の様式等の編集をこれから行ってまいります。そのため、表示倍率を２５％に縮小した上の 

[図３２]の画面を表示倍率７５％に直して編集がやり易いようにします。それが次の[図３３]の画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図３３] 

 

 

とりあえず、編集部分の列、行の増減等を調整して印刷の様式を編集して作成したのが次の[図３４]の画面で 

す。ただし、[図３４]の画面は全画面にした表示倍率４０％のものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図３４] 

 
 

 

②印刷の様式の必要なセルにシート「ファイル作成コピー用」を複写した表の必要なセルを切り貼りをする 

作業： 

次に印刷の様式の必要なセルにシート「ファイル作成コピー用」を複写した表の必要なセルを切り貼りをする 

作業について説明させていただきます。 

シートの表示倍率を 100％にしたのが次の[図３５]の画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図３５] 

 
 

上の[図３５]の画面で を選択すると 

 

が表示されますのでこの表示の を選択すると画面が４分割されて次の[図３６]の画面のよう 

になります。 

 

 

 

 

 

 

 



[図３６] 

 
 

上の[図３６]の画面の分割の幅と画面右側のセルの列幅を調整したのが次の[図３７]の画面です。 

 

[図３７] 

 

 



    上の[図３７]の画面で、右画面を右にスライドさせたのが次の[図３８]の画面です。 

 

[図３８] 

 
 

上の図３８]の画面において、右下の と表示されているセルを左上の 

と表示されているセルに切り取って貼り付けるます。そして、貼り付けて先のセルとそ 

の右隣り２つのセルを結合します。結合したら文字の配置を右配置します。すると次の [図３９]の画面のよ 

うになりまます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図３９] 

 
 

    引き続きの[図３９]の画面を次の[図４０]の画面のように設定し、左上の画面の と表

示されているセルに右下の と表示されているセルを切り取って貼り付けます。貼り付

けたら貼り付けた右側の１つのセルと結合させ、縮小して全体を表示さてセルの罫線を無しに設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験生中学コード

受験生中学コード



[図４０] 

 
 

すると次の[図４１]の画面になります。 

 

[図４１] 

 



そして更に次の[図４２]の画面のように設定し、右上の画面の と表示され 

ている部分の下側の左から２番目のセルに右下の画面の と表示されているセルを切り取 

って貼り付けます。貼り付けたらその１つ右側のセルと結合させ、文字を左右中央揃いにし、かつ、セルの左 

側の罫線をなしに設定します。 

次に左上の画面の のと表示されている下側の真ん中のセルに、右下の画面を左にスラ 

イドさせて右下の画面の と表示されているセルを切り取って貼り付け 

ます。貼り付けたら、セルの右側の罫線をなしに設定し、文字の上下左右の配置をともに中央揃いにします。 

そして、左上の画面の と表示されている下側の真ん中のセルに、右下の画面を右側 

にスライドさせ右下の画面の と表示されているセルを切り取って貼り付けます。貼り

付けたら文字の配置を上下左右ともに中央揃いにしセルの左右の罫線をなしに設定します。 

 

[図４２] 

 



    する次の次の[図４３]の画面のようになります。 

 

[図４３] 

 

 

上の[図４３]の画面の を選択すると 

が表示されますが、この中の を選択すると画面の分割が解除されます。解除してシートの上側を選

択し、表示倍率を５０％にし、全画面表示にしたのが次の[図４４]の画面です。 

 

 

 

 

 

 



[図４４] 

 

 

上の[図４４]の画面の の部分を切り取り、次の[図４５]の画面の位置 

に貼り付けます。なお、貼り付けた位置の直ぐ上に２つのセル を作成し 

ました。 
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[図４５] 

 

 

上の[図４５]の画面の 

 

の部分を選択してコピーして下側に 9 回貼り付け、４１行～４３行の行高を変更すると次の[図４６]の画面の 

ようになります。 
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[図４６] 

 

 

    上の[図４６]の画面の の部分のセル 

に数字「2」入力して とすると、次の[図４７]の画面のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目表示とデーター表示の切替→ 1
入力項目表示は1，データ表示は2を入力

1 2



[図４７] 

 

 

上の[図４７]の画面で合否欄の文字で「合」は太字の赤、「否」は太字の青になるよう各セル条件付き書式の設 

定をしたのが次の[図４８]の画面です。ただし、10個各受験生の表示されているデーターは、全て入力シート 

「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表の第 1行目のものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図４８] 

 

 

上の[図４８]の画面で の部分の入力を と変更し直すと、次の[図４９]の画面のように 

なり、10個各受験生の表示されている各データーは、上から入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成 

データー）」の表の第 1 行目～第１０行目のものが表示されます。しかし、[図４９]の画面の表のデーターは 

正しくありません。と言いますのは、表示されている受験生は同じ中学校の生徒ではないからです。[図４９] 
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の画面の  の各セルの値を と入力すると、下の[図５０]の画面になります。[図５０]の 

画面の表の各データーは、上から入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表の第５行目、 

第１５行目、第５７行目、第５８行目、第９０行目、第１２９行目、第１３０行目、第１３１行目、 

第１９１行目、第１９２行目の各データーが表示されています。[図５０]の画面の各データーは全て同じ中学 

校 の生徒のもので正しいものです。参考までに入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成 

データー）」を表示すると、その次の[図５１]の画面のようになっています。 

なお、入力シート上でソートすることはできませんので、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成デ 

ーター）」を「前期募集校長宛合否通知印刷フォームソートデーター」に複写し、キー「受験生出身中学校」、 

「受検番号」でそれぞれ降順にソートして、 の生徒の[図５０]の画面に関する部分を [図５２]の 

画面の    で表示してみます。ただし、[図５２]の画面は表示倍率７５％のものです。 

 

 

 

 

 

 

 

呼び出し番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

呼び出し番号

5

15

57

58

90

129

130

131

191

192



[図４９] 

 

 

[図５０] 

 

 



[図５１] 

 

 

[図５２] 

 

 

 



③印刷範囲を指定し印刷ビューを見ながら収まりのいい見栄えのする各種設定をする： 

     印刷範囲を指定し印刷ビューを見ながら収まりのいい見栄えのする各種設定をすると、次の[図５３]の画面の 

ような形で印刷できます。 

ただご注意いただきたいことは、四角内の最後の行の 色の範囲のセル全体は必ず保護を外し 

ておいてください。マクロ印刷を行う際、ここにページ、区分内ページが書き込まれるからです。 

上の全ての手順が済みましたらシートに保護をかけておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図５３] 

 

 

 

中学校長　様

○○県立××高等学校 
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5015 合

5057 否
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5511 否

5550 否

5551 否

5552 否
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5613 否

中学コード

通し番号　NO.165　のうちの NO.5 区分内頁  中学校105のNO.3 のうちの NO.1

105

前　期　募　集　入　学　選　考　結　果　通　知　書

平成 ２８ 年 ２ 月 １０ 日
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                   （注）　合は、入学許可候補者として内定した者。否は、内定しなかった者。

中学校105
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  　貴校から、本校に前期による入学を志願した者の選考結果は、下記のとおりですので通知します。

記

普　　通　　科

普　　通　　科

学 　 科 　 等

普　　通　　科
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普　　通　　科

普　　通　　科

普　　通　　科

受検番号
合     否

普　　通　　科

普　　通　　科



３．「入力シート」における表の複数の行を、「入力シート」の 1 行当たりを「印刷フォームシート」上で複数行に 

配置して「入力シート」における表の複数の行を同時に表示しながら印刷する場合のシート「一覧表付ファイ 

ル作成入力設定」の入力および印刷するための「印刷フォーム」シート等の印刷部分の様式設計： 

ここでは「入力シート」における表の１２行を、それぞれ 1 行当たりを「印刷フォームシート」上で２行に配置 

して「入力シート」における表の複数の行を同時に表示しながら印刷する場合の印刷するための「印刷フォーム」 

シート等の印刷部分の様式設計行います。 

（１） 確認事項（シート「ファイルコピー用を」を「印刷フォームシート」に複写したときの特性）： 

シート「ファイル作成コピー用」を印刷フォームシート「前期募集校長宛合否通知印刷フォームその２」に複写 

した時のシート「前期募集校長宛合否通知印刷フォームその２」の特性について確認させていただきます。 

次の[図５４]の画面は複写後のシート「前期募集校長宛合否通知印刷フォームその２」の様子です。 

 

[図５４] 

 

 

上の[図５４]の画面では「入力シート」の表の項目および各行の入力した値が表示できます。[図５４]の画面で 

は「入力シート」の表の項目が表示されている状態です。各行の入力した値を表示するには、[図５４]の画面の 

 



の部分のセル に数値「2」を入力して 

とすると、[図５４]の画面は次の[図５５]の画面にかわります。[図５５]の画面は各入力シート「入 

力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表の第 1行が表示されて状態です。 

 

[図５５] 

 

 

各入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表の行の入力値の表示を変更するには、 

[図５５]の画面の の部分において左側のセル に表示させる行の番号 

を入力します。例えば「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表の第１６行を表示させるにはこ 

のセルに数字「16」を入力して とします。すると[図５５]の画面は次の[図５６]の画面に変わり、 

各入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表の第１６行が表示されます。 
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[図５６] 

 

 

ところで、ここではフォームシート「前期募集校長宛合否通知印刷フォームその２」上で印刷するための印刷 

フォームを設計することです。 

このシートでは入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」（デフォルトの入力シート名は「入 

力 AA１」です。）の表のデータを呼び出して印刷をするわけですが、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書 

等作成データー）」の様子は次の[図５７]の画面のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図５７] 

 

 

上の[図５７]の画面の表の項目を、[図５５]の画面で表示されている部分を改めて示すと、次の[図５8]の画面 

の 内の範囲となります。ただし、表示内容がわかるようにセルの列幅を変更するとともに表示名を 

変更したセルは色抜きしてあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図５８] 

 

 

また更に、[図５７]の画面の表の 1 行目が[図５５]の画面で表示されている部分、[図５７]の画面の表の１６行 

目が[図５６]の画面で表示されている部分を改めて示すと、それぞれ次の[図５９]の画面、[図６０]の画面の

内の範囲となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図５９] 

 

 

[図６０] 

 

 



（２） 様式編集部分の確保： 

次の[図６１]の画面は、シート「ファイルコピー用を」をフォームシート「前期募集校長宛合否通知印刷フォー 

ムその２」に複写した場合、複写後のフォームシート「前期募集校長宛合否通知印刷フォームその２」の様子で 

した。ただし、列幅を変更し、デフォルトの項目表示を変更したセルは色抜きしています。 

 

[図６１] 

 

 

上の[図６１]の画面でまず印刷編集部分の領域を確保する必要があります。 

[図６１]の画面で をクリックすると 

 



が表示されますが、この部分の右側の をクリックすると が表示 

されますが、更に をクリックするとシートの保護が解除されます。そして[図６１]の 

画面の をクリックすると 

 

が表示されますが にチェックを入れて とすると次の[図６２] 

の画面ようになり、シートの見出しと数式バーが表示されシートの編集が可能になります。 

 

 

 

 

 



 [図６２] 

 

 

次の[図６３]の画面は、上の[図６２]の画面に図形 と を加えたものです。 

 

[図６３] 

 

 



印刷編集部分を確保するための上の[図６３]の画面で、図形 のすぐ左側の最上部から表の最下部まで選択し 

て２０列ほど挿入し、また の直ぐ下側に３０行ほど行を挿入してみます。すると次の[図６４]の画面の 

ようになります。ただし、[図６４]の画面は表示倍率を２５％のものです。 

 

[図６４] 

 
 

上の[図６４]の画面で印刷編集部分の領域の背景色を無しに設定したのが次の[図６５]の画面です。 

なお、印刷編集部分の領域と表の領域は、[図６５]の画面のように互い違いの位置になるようにすると、それぞ 

れ の領域の行高および列幅を調整しても互いの領域に影響を及ぼさないので編集し易くなります。また、編集 

領域は必要に応じて行および列の増減をやってください。 

 

 

 

 

 

 

 



[図６５] 

 
 

 

（３）印刷編集領域の編集： 

    ①印刷編集領域の様式等の編集： 

印刷編集領域の様式等の編集をこれから行ってまいります。そのため、表示倍率を２５％に縮小した上の 

[図６５]の画面を表示倍率７５％に直して編集がやり易いようにします。それが次の[図６６]の画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図６６] 

 

 

とりあえず、編集部分の列、行の増減を調整して印刷の様式を意識して編集して作成したのが次の[図６７]の 

画面です。ただし、[図６７]の画面は表示倍率３０％のものです。 

 

[図６７] 

 



 ②印刷編集領域の必要なセルにシート「ファイル作成コピー用」を複写した表の必要なセルを切り貼りする 

作業： 

次に印刷の様式の必要なセルにシート「ファイル作成コピー用」を複写した表の必要なセルを切り貼りをする 

作業について説明させていただきます。 

上の[図６７]の画面のシートの表示倍率を１００％にしたのが次の[図６８]の画面です。 

 

[図６８] 

  
 

上の[図６８]の画面において、 を選択すると次の[図６９]の画面ようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図６９] 

 
 

上の[図６９]の画面の 

 

において右 4 がわの を選択すると画面が４分割されて次の[図７０]の画面のよう 

になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図７０] 

 
 

上の[図７０]の画面の分割の幅やそれぞれの表示場所を調整したのが次の[図７１]の画面です。 

 

[図７１] 

 

 



そして、更に[図７１]の右下の各セルの具体的な表示内容がわかるように列幅を調整したのが次の図７２]の 

画面です。 

 

図７２] 

 
 

   上の図７２]の画面で、右画面を右にスライドさせたのが次の図７３]の画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図７３] 

 
 

上の図７３]の画面において、右下の と表示されているセルを左上の 

と表示されているセル部分のうち最も左側のセルに切り取って貼り付けます。 

そして、貼り付けてそのセルとその右隣りの３個のセルと結合し、更に結合したセルの文字の配置を右寄せに 

します。すると次の [図７４]の画面のようになります。 
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[図７４] 

 
 

  引き続き[図７４]の画面を次の[図７５]の画面のように設定し、左上の画面の と表示されて 

いるセルに右下の と表示されているセルを切り取って貼り付け、その右隣り２つのセ 

ルと結合し、文字を左右の左寄せし上下の中央揃いにして、縮小して全体を表示させるようにします。 
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[図７５] 

 
 

すると次の[図７６]の画面になります。 

 

[図７６] 

 

 



そして更に次の[図７７]の画面のように設定し、 

右上の画面の と表示されている部分の下側の最も左側のセルに右下の画 

面の と表示されているセルを切り取って貼り付け、貼り付けたセルの右側の５個のセル 

と結合させ文字の配置を上下左右ともに中央揃いにし、縮小して全体を表示させます。 

そして、左上の画面の と表示されている下側の左のセルに、右下側の画面を左にスライドさせて 

右下の画面の と表示されているセルを切り取って貼り付け貼り付けた右側のセルと結合さ 

せ、文字の配置を上下左右ともに中央揃いにし、縮小して全体を表示させます。 

次に、左上の画面の と表示されている下側の最も左のセルに、右下の画面の 

と表示されているセルを切り取って貼り付け、右側の３個セルと結合させ、文字の配置 

を上下左右ともに中央揃いにし、縮小して全体を表示させます。 

また、次に左上の画面の と表示されている下側の最も左のセルに、右下の画面の  

と表表示示されているセルを切り取って貼り付け、右側の２個セルと結合させ、文字の配置を上下左右ともに 

中央揃いにし、縮小して全体を表示させます。 

 

次に、左上の画面の と表示されている下側の最も左のセルに、右側の画面を右にスライドさせて 

右下の画面の と表示されているセルを切り取って貼り付け、右側の２個セルと結合さ 

せ、文字の配置を上下左右ともに中央揃いにし、縮小して全体を表示させます。 

更に、各教科の得点ですが、左上の画面の と表示されている下側の左のセルに、右側の画面を左

側スライドさせて右下の画面の と表示されているセルを切り取って貼り付け、右側のセル

と結合させ、文字の配置を上下中央揃い左右を標準にし、縮小して全体を表示させます。 

また、左上の画面の と表示されている下側の左セルに、右下の画面の と表 

示されているセルを切り取って貼り付け右側のセルと結合させ、文字の配置を上下中央揃い左右を標準にし、

縮小して全体を表示させます。 
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氏 名

受験生氏名

性 別

受験生性別

合     否

合否等

国語

国語得点

数学

数学得点



そして、左上の画面の と表示されている下側の左のセルに、右下の画面の  

と表示されているセルを切り取って貼り付け、右側のセルと結合させ、文字の配置を上下中央揃い左右を標準

にし、縮小して全体を表示させます。 

次に、左上の画面の と表示されている下側の左のセルに、右下の画面の と表示 

されているセルを切り取って貼り付け、右側のセルと結合させ、文字の配置を上下中央揃い左右を標準にし、

縮小して全体を表示させます。 

そして次に左上の画面の と表示されている下側の最も左側のセルに、右側の画面をにスライド 

させて右下の画面の と表示されているセルを切り取って貼り付け、右側の２個のセル

と結合させ、文字の配置を上下中央揃い左右を標準にし、縮小して全体を表示させます。 

そして最後に、左上の画面の と表示されている下側の最も左側のセルに、右側の画面をにスライ 

ドさせて右下の画面の と表示されているセルをり取って貼り付け、右側の２個のセル

と結合させ、文字の配置を上下中央揃い左右を標準にし、縮小して全体を表示させます。 

 

 [図７７]  
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そして、上の[図７７]の画面の を選択すると 

 

が表示されますが、この表示の の部分をクリックして画面分割を解除すると、次の[図７８]の画 

面のようになります。ただし、[図７８]の画面は表示倍率７５％のものです。 

 

[図７８] 

 
 

上の[図７８]の画面の 

 

部分において、罫線等を引き直して整えたのが次の[図７９]の画面です。ただし目盛線のチェックは外してあ 

ります。但し、画面の表示倍率は５０％です。 
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国語 数学 理科 社会

国語得点 数学得点 理科得点 社会得点 英語得点 得点合計

受 検 番 号

英語 得点合計
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[図７９] 

 
 

   更に次の段階にまいります。上の[図７８]の画面の の部分を切り取り、 

次の[図８０]の画面の位置にはりつけます。 

 

[図８０] 

 

1 対象1



そして更に上の[図８０]の画面の 

 

のセル範囲を選択してコピーし、次々下側に 11回貼り付けて行き、次の[図８１]の画面のようにします。 

ただし、[図８０]の画面は全体の様子がわかるよう表示倍率３０％のものです。 

 

[図８１] 

 

  上の[図８１]の画面の 12 個のセル範囲 の内、下の 11個を切り取って一番 

上にあるセル範囲 の下に次々貼り付けて、次の[図８２]の画面のようにし 

ます。ただし、[図８２]の画面の の３つのセルは新たに作成したものです。 

  なお、[図８０]の画面は表示倍率５０％のものです。 
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[図８２] 

 

 

   上の[図８２]の画面の 12 個の と表示されている全てのセルに、「合」の表示がされた場合には太 

字の赤い文字、「否」の表示がされた場合には太字の紺色の文字になるように条件付き書式を設定した後（条 

件付き書式については、市販のエクセルに関する解説書をご覧ください。）、上の[図８２]の画面の 

の部分のセル に数字「2」を入力して 

とすると次の[図８３]の画面になります。 

なお、[図８３]の画面は表示倍率４０％のものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

合否等

入力項目表示とデーター表示の切替→ 1
入力項目表示は1，データ表示は2を入力 1

2



[図８３] 

 
 

上の[図８３]の画面の各表示データーは、どれも入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」 

の表の第 1 行目の値を表しています。参考までに入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」 

の状況を次の[図８４]の画面で表示しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図８４] 

 

 

   また、上の[図８３]の画面の の各セルの値を と変更すると、次の[図８５]の画面のよう 

になります。[図８５]の画面の各データーは、上の[図８４]の画面の表の第 1行目～第１２行目のデーターを 

表示しています。 

なお、[図８５]の画面は表示倍率４０％のものです。 
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[図８５] 

 

 

    ただ、[図８５]の画面の各データーは正しくありません。この表の受験生は同じ中学校の生徒ではないからで 

す。 

上の[図８５]の画面の の各セルの値を とすると、次の[図８６]の画面になります。 

[図８６]の画面の表の各データーは上から上の[図８４]の画面の表の第５行目、第１５行目、第５７行目、 

第５８行目、第９０行目、第１２９行目、第１３０行目、第１３１行目、第１９１行目、第１９２行目、 

第１９４行目、第２３３行目の各データーが表示されています。[図８６]の画面の各データーは全て同じ 

中学校 の生徒のもので正しいものです。 

なお、[図８６]の画面は表示倍率４０％のものです。 
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 [図８６] 

 

 

因みに、次の[図８７]の画面は入力シート「入力 AA1（高校入試通知書作成データー）」をソートデーター 

シート「前期募集校長宛合否通知印刷フォームソートデーターその２」に複写し、２つのキー「受験生中学 

コード」、「受験番号」でソートしたものです。なお、入力シート上ではソート処理はできないためです。 

上の[図８６]の画面の表の      内のデーターは[図８７]の画面の表の      内の部分のデータ 

ーを表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図８７] 

 

 

 

③印刷範囲を指定し印刷ビューを見ながら収まりのいい見栄えのする各種設定をする： 

     印刷範囲を指定し印刷ビューを見ながら収まりのいい見栄えのする各種設定をすると、次の[図８８]の画面の 

ような様式で印刷を行うことができます。 

ただご注意いただきたいことは、四角内の最後の行の 色の範囲のセル全体は必ず保護を外しておいてく 

ださい。マクロ印刷を行う際、ここにページ、区分内ページが書き込まれるからです。 

上の全ての手順が済みましたらシートに保護をかけておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図８８]  
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